
ハザードマップのユニバーサルデザインに関する検討会

【検討の論点】
① ハザードマップで提供している様々な情報の中で、あらゆる主体に「個々人の水害リスクの理解と的確な避難行動

の検討につながる」ための、最低限のわかりやすい情報提供内容の整理
② あらゆる主体に「伝わる」ように、音声や点字、デジタルツール等を活用した情報提供のあり方の検討
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厚生労働省 （障害保健福祉部 自立支援振興室）
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第1回検討会
（R3年12月23日）

当事者等が参加する
ワーキング（複数回）

■ スケジュール

第2回検討会～
（複数回）

水害ハザードマップ作成の手引き （改定版）
（R4年度末予定）

検討結果のとりまとめ
（R4年秋頃）


